


広 報 さ い 昭和４７年７月１日

六
月
｛

囗
か
ら

卜

北

地

域

広

域

行

政
事

務

組
合

発

耻
ク

六
月

一
日

か
ら
、
む
つ
市
、
川
内
町

大
畑
町

、
大
間
町

、
東

通
村
、
風

間
浦

村

、
脇

野
沢
村

、
佐
井
村

の
一
市
三
町

四
村
で

、
下
北

地
域

広
域
行

政
事
務
絹

合
が
発
足
し

ま
し

た
。

組
合

の
共
同

処
理
す
る
事

務
は
、
下

北
地
域
広
域
市
町
村
圈

振
興
整
備
に
関

す

る
計
画

の
策
定
及
び

、
そ

言

言
蝴
実

施

の
た

め
の

連
絡

調
整

に
関
す
る
事
務

電
子
計
算
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

運

営
に
関
す

る
事

務
、
消
防
（
消
防
団

事
務
を

除
く

）
匚

関
す
る
事

務
を

行
な

う
も
の
で
す

。
こ

の
中

で
、
消
防

匚
つ

い
て
は

、
広
域
行

政
匚
よ
っ
て
、
消
防

力

の
強
化
充

実
を
目

的
と
し

て
い
ま
卞

当
村
は

、
非

常
備

の
消
防
団

匚
よ

っ
て

消
防
活
動
か
行
な

わ
れ

て
来

ま
し

た
が

年

々
、
出
か
せ

ぎ
等
に
よ
り
消
防
力

が

弱

体
化
し
つ

つ
あ
る
現

在
、
常
備
消
防

が
設
置

さ
れ

る
こ

と
匚
な

り
ま
し

た
。

常

備
に
な

り
ま

す
と
、
昼

夜
の
別

な
く

二

～
三

人
が
配

置

さ
れ

、
緊

急
事

態
が

発
生
す

れ
ば
す

ぐ
出
動
出

来
る
体
制
に

な
り
ま
す

。
そ
の
他

、
消
防

自
動

車
に

は
ぺ

無
線
機

が
取
付

け
ら
れ
、
ぶ
い
範

囲

に
わ
た
り
活
動
出

来
る
よ

う
に
な
り

ま

す
。

火

の

始

末

人

に

た

の

む

な

ま

か

せ

る
・
な

消
防
団
定
期
観
閲
式

行
な
わ
れ
る

六
月
二
十
四
日
、
佐
井
村
消
防
団
定

期
観
閲
式
ド
行
な
わ
れ
、
表
彰
者
は
次

の
通
り
で
す
。

Ｌ
消
防
庁
長
官
表
影

銀
盃

兀
班
長

紀
伊

忠
美

２
．青
森
県
知
事

表
彰

永
年
勤

続
功
労

章

．

部
長

木
部

文
夫

３
．日
本
消

防
協
会

長
表
彰

功
績

章

団
長

藤
田

貞
雄

ｔ
ｔ
青
森
県
消
防

協
会
長
表
彰

勤
功
章

部
長

田
中
正

勝

、
班
長
、

山
本
正

団
員
、
加
藤
正

吉

永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
以
上
）

副
団
長
、
渋
谷
政
治
、
分
団
長
、
竹

・
内

勇
吉
、
島
野
利
勝
、
和
田
喜
一
、

班
長
、
宮
川
勇
二

、
団
員
、
東
出

慶

吉
永
年
勤

続
章

（
二
十
年

以
占

分
団

長
、
東
出

昇
、
部
長
、
畠
中

猛

班
長

、
宮
木

清
一
、
山
本
正

、
団

員

小
林
忠
作

、
副
分
団
長

、
横
浜
正

一

部

長
、
金
谷
金
吾

、
横
浜
松
雄

、
班

長
、
宮
川
勉

、
班
長
、
万
谷

増
夫

、

団
員
、
宮
田
武
生

、
大
水
良
美
、
副

分
団
長
、
新
田
清
右
衛
門
、
部
長
、

田
中
武
雄
、
川
中
正
勝
、
班
長
、
横

浜
幸
吉
、
新
出
常
雄
、
団
員
、
横
浜

長
次
郎
、
川
中
峯

雄
、
田
中
権
太
郎

磯
川
松
太
郎
、
新
田
定
雄
、
東
出
正

美
、
福
田
武
松
、
新
田
徳
太
郎

永
年
勤
続
章

（
十
五
年
以
圭

団
員
、
松
谷
勇
助
、
島

野
芳
丈
、
金

沢
清
士

、
奥
本
三

次
、
奥
本
進
、
辻

政
利

、
舘

脇
周

一
、
舘

脇
克
孝
、
宮

沢
敏
男

、
東
出
元

、
新
田
好
右
衛
門

永
年
勤
続
章
（
十

年
以
上
）

団
員
、
小
谷
定
男
、
奥
本
徳
太
郎
、

磯
川
勝
美
、
伊
藤
時
美
、
能
登
浅
夫

樋

口
丈
芳

、
小
沢
至

、
中
村

民
雄
、

中
村
喜

一
、
舘
脇
豊
、
坪
谷
正

隆
、

丹
子
秋
雄
、
福
田
勉
、
松
村
信
儀

、

木
部
歳
雄
、
佐
藤
唯

二

伊
藤
輝
良

田
中
恵
一
、
浜
野
文
雄
、
木
下
重

幸

東
出

福
一
、
福
田
勝

し

青
森
県
消
防
協
会

大
間
支
部
長
表
彰

無
火
災

竿
頭
綬

佐
井

村
消

防
団

第
三

分
団

こ
十
荒

占

佐
井
村
消
防
団

第
五

分
団
（

十
こ

上
）

有
功
章

（
二
十
五
年
以
上

）

副
団
長
、
渋
谷
政
治

、
分
団
長

、
竹

内
勇

吉
、
島
野
利
勝

、
和
田
喜

一
、

班
長
、
宮
川
勇
二
、
分
団
長
、
池
田

保
夫
、
団
員
、
東
出
慶
吉

功
績
章
（
二
十
年

以
占

副
分
団
長
、
横
浜
正

一
、
部
長
、
畠

中

猛
、
班

長
、
宮
木

清
一
、
山
本
正

部
長

、
横
浜
松
雄

、
金
谷
金
吾

、
班

長
、
宮
川
勉
、
団
員

、
小
林
忠
作

、

班
長
、
万
谷
増
夫
、
団
員
、
宮
田
武

雄
、
大
水
良
美
、
分
団
長
、
東
出
昇

副
分
団
長

、
新
田

清
右
衛
門
、

部
長

田
中
武

推
、
田
中
正

勝
、
班
長
、
横

浜
幸
吉
、
新
田

常
雄
、
団
員
、
横
浜

長
次

郎
、
田
中
権
太
郎
、
新
田
定
雄

福
田
武
松

、
田
中
峯
男
、
磯
川
松
太

郎
、
東
出
正
美
、
新
田
徳
太
郎
、

精
勤
章
（
七
年
以
上
）

分
団
長
、
田
中
長
七
、
団

員
、
大
畑

清
栄
、
山
本
輝
明
、
石
戸
要

一
、
木

下
彦
男
、
万

谷
栄

二

加

勝
信

義
、

副
分
団
長
、
池
田
定
『

部
長
、
大

石

義
一
、
島
勇

一
、
班
長
、
大
坂
隆

大
石

義
照

、
団
員
、
大
石
公
之
、
大

石

実

、

細

間

勇

治

、

大

坂

守

雄

、

池

出

良

喜

、

大

石

光

明

、

滝

本

清

明

、

分

団

長

、

田

中

太

吉

、

副

分

団

長

、

内

藤

清

美

、

部

長

、

剛

中

長

次

郎

、

部

長

、

川

中

徳

太

郎

、

班

長

、

田

中

正

行

、

田

中

正

美

、

団

員

、

川

中

徳

助

、

坂

井

義

美

、

田

中

義

．
、

内

藤

久

志

、

田

中

忠

弘

、

川

中

１‐１１‐
」
、

越

膳

定

吉

、

分

団

長

、

坂

井

五
ス
ヘ

副

分

団

長

、

坂

井

文

雄

、

部

長

、

竹

内

庄

次

郎

、

宮

願

房

雄

、

班

長

、

坂

井

ミ

郎

、

竹

内

重

雄

、

団

員

、

長

谷

川

福

コ

坂

井

亮

一

、

竹

本

喜

久

治

、

野

村

勝

行

、

竹

内

光

雄

、

大

畑

義

隆

、

荒

川

昭

夫

、

浜

野

幸

雄

感

謝

状

川

目

婦

人

消

防

協

力

隊

ａ

佐

井

村

長

表

彰

感

謝

状

元

警

防

団

長

、

若

山

清

之

助

以

下

二

百

四

十

一

名

表

彰

状

細

川

建

設

、

木

下

弘

晃

、

浜

野

重

雄

７
‥
佐

井

村

消

防

団

長

表

彰

精

勤

章

団

員

、

小

沢

至

、

木

下

彦

男

、

岡

士

秀

雄

、

奥

本

次

男

、

鹿

島

秋

男

、

菘

村

信

儀

、

田

中

恵

一

、

舘

脇

和

夫

、

分

団

長

、

東

出

昇

、

部

長

、

田

中

正

勝

、

団

員

、

滝

本

清

明

、

田

中

明

正

田

中

義

美

安
全
よ
ブ
レ
ー
キ
よ
り
も

車

間

距

離



消 防 信 号。
梱
ハ

リ
引
則
濔
ｔ
人

に

防

洙
皀
ニ
ロ
を
匯

俘

県
で
は
、
六
十
五
才
以
上
で
長
期
に

Ｉ

回

臥
床
し
て
い
る
低
所
得
の
老
人

の
福
祉
増
進
を
計
る
為
、
昭
和
四
十
四

年
よ
り
一
台
の
経
費
（
四
万
五
千
円
）

の
三
分
の
二
の
補
助
金
を
交
付
し
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
殊
寝
台
は
手
動

に
よ
り
自
由
に
身
体
の
上
、
下
が
出
来

寝
な
か
ら
に
し
て
雑
誌
等
も
読
め
る
精

功
な
寝
台
で
す
。
六
月
一
日
現
在
佐
井

村
で
は
、
寝
た
き
り
の
老
人
が
五
名
お

り
試
験
的
に
一
台
購
入
し
貸
与
し
た
と

こ
ろ
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
今
後
ね
た

き
り
老
人
の
希
望
者
に
は
、
全
員
貸
与

の
方
針
で
検
討
中
で
す

。

大喜 びの福 田末三 さん

老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

石
沢

み
き

山
も
緑
、
川
辺
の
草
も
青
々
と
佐
井

匚
も
漸
く
夏
の
近
づ
き
が
感
じ
ら
れ
る

時
分
で
す
。
村
民
の
皆
様
は
、
田
畑
、

山
々
と
毎
日
、
御
仕
事
に
忙
し
い
日
々

を
、
御
過
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。
老
人

の
私
共
も
、
鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ
六
月
の
太

陽
の
光
の
中
に
元
気
に
朝
夕
を
過
し
て

い
ま
す
。
北
国
の
長
い
冬
の
生
活
は
、

老
人
に
は
、
あ
ま
り
に
も
、
つ
ら
い
こ

と
で
す
。
で
も
仲
間
に
は
、
八
十
才
を

過
ぎ
て
も
元
気
に
、
若
い
者
顔
負
け
の

仕
事
を
し
て
、
宰
事
を
助
け
て
い
る
大

も
あ
り
ま
す
。
人
間
の
幸
不
幸
は
人
の

健
康
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
事
が
多
い

よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
集
り
に
は
い
つ
七
役
場
の
方
か
ら
御

配
慮
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

七
十
才
以
上
の
老
人
に
医
薬
費
の
無

料
か
国
の
施
策
に
先
だ
ち
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
事
は
、
老
人
に
と
っ
て
ど
ん

な
に
、
有
り
難
い
事
か
、
集
る
ご
と
に

そ
の
事
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
老
令
年

金
を
も
ら
っ
て
も
、
今
ま
で
は
、
ほ
と

ん
ど
医
薬
費
に
、
支
払
い
困
っ
て
い
た

の
に
、
こ
ん
な
有
り
難
い
事
は
な
い
と

皆
声
を
大
き
く
し
て
、
喜
ん
で
い
ま
す

苦
し
い
村
財
政
の
中
か
ら
老
人
福
祉
に

ふ
み
き
っ
て
下
さ
れ
た
村
当
局
に
、
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
六
日
の
総
会
で
今
年
度
の
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー

’
庁
舎
完

成
の
際
花
壇
作
り
の
事
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
私
、
昨
年
十
月
、
十
和
田
市
に

勤
務
し
て
い
る
姪
が
七
戸
の
自
宅
へ
帰

る
途
中
、
十
和
田
市
の
官
庁
街
を
車
で

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
っ
か
に
美
し
く
咲
い
た
、
サ
ル
ビ

ア
、
藤
紫
色
の
名
も
知
ら
ぬ
草
花
が
そ

れ
は
、
美
し
く
咲
き
乱
れ
ぽ
ん
と
う
に

き
れ
い
で
し
た
。
町
に
入
る
道
路
の
両

側
に
は
、
コ
ス
モ
ス
や
、
サ
ル
ビ
ア
の

花
が
植
え
ら
れ
旅
人
の
目
を
、
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
十
和

田
市
婦
人
会
員
が
植
え
た
と
の
こ
と
で

す
。
十
和
田
湖
は
、
今
で
は
、
日
本
の

有
名
な
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ろ

の
で
、
市
で
も
特
に
観
光
方
面
に
力
を

注
い
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

佐
井
で
も
四
十
七
年
度
に
は
、
セ
ン

タ
ー
・
庁
舎
も
完
成
す
る
事
だ
か
ら
、

な
ん
と
か
し
て
こ
の
よ
う
な
、
美
し
い

花
壇
が
っ
く
れ
た
ら
と
考
え
ま
し
た
。

三
月
の
役
員
会
、
四
月
の
総
会
の
席
上

で
、
提
案
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
心
よ

く
賛
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
で
も

こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
だ
け
で

は
、
実
現
は
無
理
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

村
民
の
皆
様
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

花
壇
作
り
の
際
に
は
、
一
株
の
草
花
、

一
枝
の
苗
木
で
も
寄
贈
し
て
頂
き
た
い

の
で
す
。
会
の
方
で
も
、
サ
ル
ビ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
種
を
蒔
い
て
苗
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を

お
ね
が
い
、
い
た
し
ま
す
。

次
に
二
（
月
号
の
広
報
で
「
観
光
シ

し
ス
ン
を
迎
え
て
一
と
題
し
て
、
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
や
川
に
ゴ
ミ

や
汚
物
を
捨
て
る
事
に
つ
い
て
で
す
が

調
理
場
の
汚
物
の
処
理
は
、
ほ
と
ん
ど

が
主
婦
の
方
で
す
。
こ
れ
も
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
が
、
絶
対
に

ブ
戛
や
汚
物
は
、
川
や
海
に
捨
て
な
い

彑
呂
う
事
に
力
を
吾
せ
、
努
力
す
れ
ば

大
い
に
効
果
が
あ
が
る
と
思
い
ま
す
。

私
、
週
二
回
病
院
通
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
古
佐
井
川
が
昨
年
よ
り
、
と
て
も

き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ぼ
ん
と

う
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
回
収

車
が
順
調
に
運
ん
で
く
れ
て
い
る
事
と

思
わ
れ
ま
す
。

村
民
待
望
の
、
大
佐
井
橋
も
近
い
内



に
完
成

、
セ

ン
タ
ー
・
庁
舎
と
次
か
ら

次
へ

と
新
し

い
建
物
が
完
成
し
、
村
も

面

目
一
新
、
生
れ
変
わ

る
で
し

ょ
う
。

七
月
二

十
五
日
午
前
九
時
三

十

分
か
ら
午
後
三

時
ま

で
、
研
修

所
で
行
い
ま
卞

。

次
に
揚
げ

る
児

童
に

つ
い
て
児

童
及

び
保
護

者
の
相
談

に
応
ず

る
と
と
も

に

心
理
判
定
、
診
断
等
を
併
せ

て
行

な
い

適
切
な
助
言
指
導
又
は
、
処
遇
を

行
な

い
圭
す
か
ら
気
軽

に
御
相
伴
下

さ
い
。

山
、
養
護
相
談

父
又
は
、
毋
等

保
護
者

の
家
出

、
失

踪
、
死｛

｝
、
離
婚
、
入

院
、
稼
働
及
び

服
役
等

に
よ
り
養
育
困
難
児

、
棄
児

、

被
虐
待
児
、
被
放
任
児

等
に
関
す
る
相

談凹

保
健
相
談

早
産
児
、
虚
弱
児

、
そ
の
他
の
疾
患

を
有
す

る
児
童

の
相

談

固

肢
体
不

自
由

相
談

肢
体
不

自
由
児

に
関
す
る
相
談

圃

、
視
聴
、
言

語
障
害
相
談

盲
（
弱

視
を

含
む

）
、
ろ
う
（
難
聴

を

含
む
）
、
ど
も
り
等
視
聴
覚
音
声
言

語
機
能
障
害
児

に
関
す
る
相
談

网

重
症
心
身

障
害
相
談

重
症

心
身

、
障
害
児

に
関
す

る
相
談

襾

自
閉
症
相
談

自
閉
症
も
し
く
は
、
自
閉
症

様
の
症

状
を
呈

す
る
児

童
の
相
談

閇
、
精
神
薄
弱
相
談

精
神
薄
弱
児
の
保
護
指
導
に
関
す
る

相
談
固

教
護
相
談

虚
言
癖
、
浪
費
癖
、
家
出
、
浮
浪
、

露
暴
性
的
悪
戯
等
の
問
題
行
為
に
関
す

る
相
談

凹

触
法
行
為
等
相
談

窃
盗
、
忍
込
み
、
殺
人
、
放
火
、
そ

の
他
の
不
法
行
為
等
の
あ
る
児
童
の
相

談㈲
、
長
欠
、
不
就
学
相
談

学
校
、
保
育
所
に
在
籍
中
で
長
期
欠

席
、
不
就
学
等
の
状
況
に
あ
る
児
童
の

相
談
韭
、
性
向
相
談

児
童
の
人
格
発
達
上
問
題
と
な
る
反

抗
、
強
情
、
内
気
、
不
活
発
等
性
格
上

の
相
談

网

適
性
相
談

進
学
適
性
、
職
業
適
性
、
学
業
不
振

等
主
と
し
て
心
理
検
査
を
要
望
す
る
相

談㈲
、
し
つ
け
の
相
談

児
童
の
し
つ
け
、
教
育
、
遊
び
等
に

関
す
る
相
談

各
関
係
機
関
が
参
加
し
一
般
診
査
の

ほ
か
医
学
的
、
心
理
学
的
及
び
職
業
的

判
定
と
そ
の
処
方
、
医
療
保
健
、
職
業

訓
練
、
就
職
右
．
せ
ん
、
更
生
援
護
施

設
へ
の
収
容
、

ぺる
い
は
利
用
な
ど
の

相

談

も

う

け

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

希

望

者

は

、

役

場

民

生

相

談

課

に

甲

込

み

下

さ

い

。

Ｌ

日

時

、

場

所

実
施
科
目

日

時

場

所

内

科
七
月
五
日

九
時
～
十
四
時
む

っ

保

健

所

眼

科
七
月
十
二
日

し

レ

レ

整
形
外
科
七
月
二
十
四
日

〃

〃

む
っ
市
民
隻
扉

２
．
関

係

機

関

青

森

県

身

体

障

害

者

更

生

相

談

所

各

関

係

医

師

（
弘

前

大

学

医

学

部

）

む

つ

保

健

所

、

む

っ

公

共

職

業

安

定

所

、

各

町

村

事

務

担

当

者

、

下

北

地

か

腐

沚

斜

改
力
吁

保
健

婦

だ
よ
り

一
、
主
婦

は
家

族
の
健

康
管
理
者

、
看

護
婦
で

す
。

１

、
主
婦
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
心
身

と
も
に
健
康
で
明
る
い
生
活
が
毎
日

で
き
る
よ
う
に
細
か
い
心
づ
か
い
を

す

る
。

２

、
子
供
を
丈
夫
に
育
て
、
お
年
寄
り

の
世
話
を
し
、
病
人
が
出
た
と
き

は

心
を
こ

め
て
看
護
す
る

。

３
、
病
人

の
看
護
の
コ

ツ
を
知

る
こ
と

が

必
要
で
す

。

４

、
健
康
管
理
者
で

あ
る
主
婦
が
、
ま

ず

心
身

と
も

に
健
康
で

あ
る
こ
と
。

５

、
看
護

す
る
と
き
は
、

清
潔
で

さ
っ

ぱ
り
と
し
た
服

装
を
し

、
や

さ
し

さ

と
同
時

に
き
び
き
び
し
た
態

度
で

病

人

に
接

す
る
。

二
、
健

康
管
理
の
コ

ツ

１
、
家
族
が
健
康
な
日
常
生
活
を
お
く

る
よ
う
に
心
が
け
る
。
こ
れ
は
、
体

力
を
養
い
、
病
気
を
防
ぎ
、
よ
り
健

兪
を
き
づ
く
脈
彪
と
な
る
。

イ
、
清
潔
で
適
切
な
衣

生
活

口
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事

（

、
清
潔
で
安
全
な
倖

ま
い

二
、
環
境
衛
生

ホ
、
適
度
な
仕
事
、
渾

動

へ
、
休
息

卜
、
快
適
な
睡
眠

チ
、
規
則
正
し
い
便
通

２
、
体
子ｙ

）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

イ
、
体
重
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
、

家
庭
に
ぜ
ひ
体
重
計
を

備
え
よ
う
。

口
、
中
年

以
後
に
体
重

が
著
し
く

ふ
え

る
の
は
心
臓
へ

の
負

担
を

ま
す
の
で

注

意
信
号
で
す
。

（

、
短

期
間
に
体
重

が
減
る
と
き
も
受

診

が
必
要
で

す
。

３

、
家
族
の
健

康
記
録
を
作
ろ
う

イ
、
と
く

に
乳
幼
児
や
老
人

に
つ
い
て

日
頃
の
健
康
状
態
や
特
別

の
こ
と
が

あ

っ
た
と
き
記
録
し
て
お
く

口
、
医

者
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
検
査

や
診
察
の
結
果
を
簡
単
に
記
入
し

て

い
た
だ
く
と
役
に
立
ち
ま
す
。

４

、
健

康
診
査

を
受

け
よ
う
う

イ

、
乳
児

期
を

す
ぎ
、
幼
稚
園

に
入

る

前
の
幼
児
や

、
家
に
い
る
主
婦

や
老

人

も
健

康
診
査

の
チ

ブ
ｙ
ス
を
つ

か

み

、
家
中
が

少
な

く
と
も
年

一
～
二

回

の
健
康
診
査
を

う
け

、
健
康
保

持

の
た
め

の
指
導
を

う
け

る
よ

う
に
心

が
け
よ
う
。

口
、
自
分
か
ら

体
の
変
調
を
訴
え

る
こ

と
の
で
き
な

い
乳
幼
児

の
い
る
と
き

母
親
は
毎
日
注
意
深
く
子
供

の
健
康

状
態
を
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

（

、
病
気
に
か
か
り
や
す

い
老
人
が

い

る
と
き
、
老
人
の
病
気
は
、

い
つ
と

わ
な
し
に
、
じ
わ
じ
わ
と
始
ま
っ
て

気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
や
す
く

と
き
に
は
急
激
な
変
化
を

お
こ
す
の

で
早
期
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す

そ
の
た
め
に
は
毎
日
顔
を
合

わ
せ
、

こ
と
ば
を
交
し

な

ん
ら
、
さ
り
げ
な



く
健
康
状
態
や
日
常
生
活
の
動
作
に

心
を
く
ば
る
。

５、観察したいこと

（乳幼児、老人に共通して）

国

民
年

金

保

険
料

が

七
月
か
ら
五
百
五
十
円
に

二
月
号
に
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が

昭
和
四
十
五
年
に
国
民
年
金
制
度
が
改

善
さ
れ
、
年
金
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
た
め
、
七
月
か
ら
保
険
料
が
五

百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
中
に
は
、
も
っ
と
保
険
料

を
引
き
上
げ
て
、
う
け
る
年
金
額
を
多

く
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
、
急
に
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
と

納
め
ら
れ
な
い
人
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
五
年

七
月
か
ら
四
百
五
十
円
、
四
十
七
年
七

月
か
ら
五
百
五
十
円
と
、
二
回
に
分
け

て
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。四
十
七
年
度
は
、
四
月
か
ら
六
月
ま

で
は

月
四
百
五

十
円
、
七
月
か
ら
は

五
百
五
十
円

と
、
年

度
途
中
で
変
わ
り

ま
す
が
ら

お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
、

し

て
く
だ

さ
い
。

も
し
、
月

々
納

め
る
の
が
手
間
な
人

は
、
一
年
分

の
保
険
料
を
前

も
っ
て
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す

。
こ
れ
を
前
納

と
言

い
ま
す
が
、
前
納
し
ま
す
と
保
険

料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

そ
し
て
、
納

め
忘
れ

の
な

い
よ
う

に

し
ま
し
ょ
う
Ｏ

交
通

安
全

教
室

。自

転
車
の
乗
り
方

『

子
ど
も
に
は
、
か
ら
だ
に
あ
わ
な

い
大
き
い
自
転
車
に
乗
せ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
サ
ド
ル
を
ま
た

い
で
、
両
足
先
が
地
面
に
と
ど
く
高

さ
の
自
転
車
に
乗
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

二
、
小
さ
い
子
ど
も
は
、
子
ど
も
用
の

自
転
車
で
も
道
路
で
乗
る
こ
と
は
危

険
で
す
。
小
学
校
四
年
生
以
上
で
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
馴
れ
て
か
ら
道
路
で
乗

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
ブ
レ
ー
キ
の
き
か
な
い
自
転
車
は

い
ち
ば
ん
危
険
で
す
。
前
輪
も
後
輪

も
完
全
に
整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

四
、
自
転
車
は
、
歩
道
と
車
道
の
区
別

の
な
い
道
路
で
は
左
側
の
端
を
、
路

側
帯
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
歩
行
者
の

じ
や
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
路

側
帯
を
通
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
、
歩
道
と
車
道
が
区
別
さ
れ
て
い
る

道
路
で
は
、
車
道
を
通
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
自
転
車
を
押
し
て
歩
く

場
合
は
、
歩
行
者
と
同
じ
よ
う
に
、

歩
道
や
横
断
歩
道
を
歩
い
て
く
だ
さ

い
。

所

得

税

第

一
期

分

の

納
税
は
七
月
三
十
一
日
ま
で

納

税

は

便

利

な

振

替

納

税

で

七
月
は
、
予
定
納
税
第
一
期
分
の
納

税
を
す
る
月
で
す
。

予
定
納
税
額
は
、
前
年
分
の
所
得
金

額
を
も
と
に
し
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す

か
ら
、
休
廃
業
や
転
業
な
ど
で
所
得
が

減
る
場
合
や
、
災
害
に
よ
っ
て
損
害
を

受
け
た
た
め
所
得
が
減
っ
た
場
合
、
納

税
者
や
家
族
が
病
気
で
多
額
の
医
療
費

が
か
か
っ
た
場
合
、
結
婚
や
出
生
な
ど

で
扶
養
親
族
が
ふ
え
た
場
合
に
は
、
「

予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
書
」
を

税
務
署
に
提
出
し
て
、
予
定
納
税
額
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
い
つ
脱
務
所

五
月
二
十
日
。
青
森
地
方
気
象
台
発

表
の
長
期
予
報
に
よ
り
ま
す
と
、
今
年

の
梅
雨
期
の
天
候
は
、
は
っ
き
り
し
た

中
休
み
や
、
冷
涼
な
時
間
が
あ
っ
て
、

か
な
り
変
動
が
大
き
い
見
込
み
で
す
。



梅
雨

前
線
の
活
動
は
後
半

に
活
発
化
し

局
地
的
な
大
雨

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

。、
つ
ゆ
、、
明
け
は
平
年
並
か
や
や
遅

く
七

月
下
旬
頃

に
な
り
ま
す

。
盛
夏
期

の
暑

さ
は
長
続
き
せ
ず
一
時
低
温
な
時

期

も
あ
り

変
動

が
や
や
大

き
い
見
込
み

で
す

。

天

気

七
月中
旬
頃
ま
で

は
、
一
時
中

休
み
の
期

間
も

あ
る
が
全
般

に
前
線
活
動
は
活
発

化
す

る
の
で
、

く
も

り
や
、
雨

の
日
が

多
く
、
局
地

的
大
雨

の
降

る
ゲ

フ
れ
が

あ
り
ま
す

。
本
格

的
な

”
つ
ゆ

”
明
け

は
平

年
韭
か
や
や
遅
く
七
月
下
旬
匣
、に

な

り
ま

す
。

八
月上
旬

ぐ
ら

い
ま
で
は
、
夏
型

の
晴
天

が
多

い
が
中
旬
頃
か
ら
時

々
北
方
か

ら

の
前
線
の
影
響
な
ど
で
天
気
は
不

安
定

に
な
る
見
込
み
で
す

。

気

温

七
日
り
上

旬
中
は
、

一
時
高
温
な

日
も
あ
る

が
全
般
に
低
め

の
日
が
多
く

、
下
旬

は

平
年

並
か
や
や
高

い
見
込
み
で

す
。
し

た
が

っ
て
月
平
均
で
は
、
平
年
並
か
や

や
低

く
な

り
ま
す
。

八
月暑

い
日

も
あ

る
が

、
長
続
き
せ
ず
変

動
が
大
き

い
見
込
み
で
す

。

特
に
中
旬

以
降
は
時

々
寒
気
の
入
る
お
そ
れ
が

あ

り
、
月
平
均

で
は
平
年
並
か
や
や
低
く

な

り
ま
す
。

降
水

量

七
月全
般
に
や
や
多
く
、
局
地
的
な
大
雨

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

八
月全
般
に
平
年
並
か
や
や
多
く
特
に
後

半
に
は
雨
が
降
り
易
い
見
込
み
で
す
。

五
月
二
十
七
日
、
東
京
に
出
張
の
お

り
、
横
浜
市
戸
塚
区
公
田
町
に
あ
る
笠

間
建
設
株
式
会
社
を
訪
れ
、
当
村
か
ら

の
出
か
せ
ぎ
者
の
み
な
さ
ん
と
、
昼
休

み
ジ
ュ
ー
ス
を
飮
み
な
が
ら
、
仕
事
、

村
の
話
題
な
ど
、
親
し
く
話
し
合
っ
て

来
ま
し
た
。
全
員
元
気
で
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
の
で
、
御
家
族
の
方
は
、
御

安
心
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
市
原
市
の
日
硝
工
業
で
働
い

て
い
る
坂
井
武
志
さ
ん
（
大
佐
井
）
か

ら
、
五
月
三
十
日
、
六
月
十
二
日
の
二

回
わ
た
り
お
た
よ
り
が
来
ま
し
た
。

元
気
で
、
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
な

に
よ
り
で
す
。
坂
井
さ
ん
が
、
出
か
せ

ぎ
し
て
、
う
た
っ
た
歌
は
。

出
か
せ
ぎ
し

な
ん
の
楽
し
み

な
き
わ
れ
に

む
ら
の
広
報

な
つ
か
し
き

出
か
せ
ぎ
し
て
い
る
み
な
さ
ん
、
ど

ん
ど
ぺ

。
お
た
よ
り
く
だ
さ
い
。
働
い

て
い
る
与
真
、
頏
ｉ
真
も
同
封
し
て
く

だ
さ
れ
ば
、
広
報
に
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
運
動
会
に
っ
い
て
」

回

答

致

し

ま

す

「
運
動
会
に

つ
い
て

」
と

い
う
標
題

で
、
一
村

民
か
ら
御
投
稿
が
あ
り
ま
し

た
了

字
校
で
は
、
期
日
の
設
定

に
つ
い

て
、
慎
重
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
協
議
の
上
、
地

域
事

情
も
勘
案
し
て
、
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
御
意
見
に
つ

い
て
は
、
尊
重
し
、
配

慮
を
要

す
る
点
も
あ

る
と

考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
内
容
そ
の
ま
ま
、
参
考
資

料

と
し

て
、
各
校
に
配
付
し
ま
す
。

御
投
稿
に
謝
意
を

表
し

ま
す
。

教
育
委
員
会

教
育
長

村
政
の
窓
口

五
月
二

十
二

日

村
章
制
定
準
備
会

五

月
二

十
六
日

仏
ヶ

浦
売
店
入
札

（
二
百
五
十
万
円

で
竹
本

建
設
落
札

）

五
月
二
十
七
日

農
業

委
員
会

総
会

六

月

六

日

消
防
委
員

協
議
会

六

月

十

三

囗

振
興
セ
ン

タ
ー
・
役
場

庁
舎
落
成
委
員
会

六

月

二

十

日

臨
時
議
会

六
月
二

十
三
日

広
域
消
防
運
転
手
選

考

六
月
二
十
六
日

季

節
労
務
者
対
策
協

議
会
組
織
会

こ
よ
み
と
行
事

一

日

ゴ
ミ
回
収

三

日

ゴ
ミ
回
収

五

日

移
動
保
健
所
（
磯
各

）

六

日

ゴ
ミ
回
収

七

日

七
夕

九

日

牛
滝
無
料
診
療

ゴ
ミ
回
収

ナ

百

老
人
健
康
診
断
（
川
目

）

ゴ
ミ
回
収

十
三

日

妊
婦

学
級
（
両

佐
井

）

十
四
日

栄
養
指
導
（
両
佐
井
、
川
目

）

（
農
業
委
員
選
挙

）

十
五
日

ゴ
ミ
回
収

十
六
日

や

ぶ
入
り

十
八
日

ゴ
ミ
回
収

十
九
日

土
用

二

十
日

海
の
記
念
日

二

十
一
日

ゴ
ミ
回
収

二
十
三

日

ゴ
ミ
回
収

二
十
五
日

巡
回
児
童
相
談

所

赤
ち

ゃ
ん
、
三

才
児
検
診

二
十
六
日

ゴ
ミ
回
収

二

十
九
日

ゴ
ミ
回
収

八
月
一
日

仏
ヶ
浦
ま
つ
り
（
仏
ヶ
浦
）

定
例
議
会

戸

籍

の

窓

口

六
月
十
五
日
現

在

（
…）
、
お
誕
生

お
め
で
と

う

松
沢

勝
広
（
嘉
勝

）
原

田

岡
本

若
子

（
正
隆

）
大
佐
井

辻

雅
勝
（

政
利

）
大
佐
井

中
西

祐
子

（
幸

二

牛

滝

（
…
）
、
ご

結
婚

お
め
で
と
う

宮
川

清

（
大

佐

井

）

宮
川

て

る

子

（
矢

越

）

木

村

啓

一

（
浪

岡

町

）

伊

勢

と
も

い

（
古

佐

井

）

．
柳
田

馨

（
福

浦

）

花

輪

美

佐

子

言

野
市

）

ヽ
奈

良

義

昭

（

青
森

市

）

柳

田

ふ

く
子

（
原

田

）

ヽ
福

田

茂

（
磯

谷

）

西

村

は

る

（
む

つ
市

）

永

田

佞

春

（
豊

栄
市

）

金

沢

マ
イ

子

（
大

佐

井

）

菊

池

輝

義

（
大

間
町

）

中

村

京

子

（
古

佐

井

）

佐

藤

直

美

（
大

畑

町

）

船

越

江

美

（
牛

滝

）

南

里

祐

三

（

黒

磯

市

）

加

賀

艶

子

（
大

佐

井

）

梅

野

幸

一

（

山
田

市

）

若

山

み

よ

（
古

佐

井

）

（
…）ご
逝
去
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
畑

章

（
留
太
郎
）
牛
滝

緇
間

タ
ケ
（
勇

治
）
長
後

田
中

末
松
（
マ
ン
コ
）
矢
越

人 口 と 世 帯

男 ２．３８２人

女 ２．４９０人

計 ４．８７２人

世帯数１．１０９世帯

Ｓ．４７．６．１現在

編

集

と

発

行

佐
井
村
役
場（

総
務
課
）

協

同

印

刷

表

紙

の

説

明

威
風
堂
々
た
る

村
消
防
団
の
観
閲
式
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